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1.本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由に発表し

討論しあい､また､研究に関連した情報を交換しあうことを目的として､毎月1回編

集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議などの報告､講義ノー

ト､研究に関連した諸問題についての意見などです｡

2.本誌に投稿された論文については､原則として審査は行いません｡但し､編集委員会
で本誌への掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること､または掲載をお

断りすることがあります｡

3.｢物性研究｣に掲載される論文の著作権は､物性研究刊行会に帰属することとします｡
但し､著者が著作物を使用することをさまたげるものではありません｡

4.本誌の論文を欧文の論文中で引用する時には､BusseiKenkyu(Kyoto)76(2001),1.

のように引用して下さい｡

【原稿作成要領】

1.原稿は､原則として日本語に限ります｡

2.投稿原稿は2部提出して下さい｡但し､研究会報告は1部で結構です0

3.別刷を希望の場合は､投稿の際に､50部以上 10部単位で､注文部数 ･別刷送付先 ･

請求先を明記の上､お申し込み下さい｡別刷代金については､刊行会までお問い合わ

せ下さい｡

4.ワープロ原稿を歓迎します｡原則として写真製版でそのまま印刷されますので､以下

の点に注意して原稿を作成して下さい｡

1)用紙はA4を縦に使用｡ (印刷はB5になります｡縮小率86%)

2)マージンは､上下各約3cm､左右各約2.5cm｡ 1ページに本文34行､1行に全

角文字で42字程度にして下さい｡

3)第1ページは､タイトルはセンタリング､所属 ･氏名は右寄せにして､本文と

の間に受理日を入れるので､余白を少しあけて下さい｡

4)図や表は本文中の該当箇所に貼り込み､図の下にキャプションを付けて下さい｡

5)体裁については､上記は一応の目安ですので､多少の違いがあってもかまいま

せん｡

5.研究会報告の作成要領については､物性研究ホームページをご覧いただくか､刊行会

までお問い合わせ下さい｡

〒606-8502 京都市左京区北白川追分町

京都大学湯川記念館内

物 性 研 究刊 行 会

Tel.(075)722-3540,753-7051

Fax.(075)722-6339

E-mailbusseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp

URLhttp:〝www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/～busseied/



編 集 後 記

びちゃぼちゃと髪の中から汗の滴り落ちるような暑苦しさの中いかがお過ごしでしょ

うか｡小生は一時の清涼を求めてでかけ八瀬の川原にて一日を過ごすことが出来まし

た｡編集部の置かれている湯川記念館よりわずかに半時ばかり北にずれた山中にある

小さな川の縁が行政の手によって小奇麗に整備され､夏には近隣の子連れ家族が一時

の憩いを求めて集い､川遊びをする子供達の歓声の入り交じるせせらぎの音が山間に

流れています｡ここには進む道をも見極められず嘱ぎのたうつこの国の匂いは全く感

じられません｡このような素晴らしい生活空間を維持していくことがその社会の先達

たる大人に課せられたもっとも重い義務であることを表立って否定してみせる人はい

ないことでしょうが､各個人にかえっての行動を見たとき果たして理にかなう行いを

している人はどれくらいいるのでしょうか｡

読者諸兄に取ってもう少し身近な生活空間であるアカデミアの話に限定して小生な

ら恥ずかしくて口にできないかなと思われる発言の類いを引用してみましょう｡｢大学

院大学化に伴う大学院定員拡大の本当の意義は少子化に伴い数を減らされるはずだっ

た大学教員のポストを維持できたことにあった｡｣｢(拡大された)大学院にやってき

て (当然の結果として)その後の定職がないといって嘆いても､これは本人の (誤)

判断の問題だ｡我々 (大学教授)の知ったことではない｡｣これには呆れて開いた口

が塞がらない｡学問分野の裾野を広げることによりいずれ質量ともに拡大する､社会

の要請に応えてより高度な教育を提供するなどの美辞麗句を並べ､その本音はヒエラ

ルキーのトップに居座る者の自己権益保持のみにあったわけだ｡しかも能書き通りの

量的な拡大を迎えるどころか､実際は現状維持すら困難であると言う認識を持ちなが

ら｡食物連鎖で繋がる生態系でそのバランスをくずせばどのような結未を迎えるのか

知らぬ者はいまい｡我々が快適に過ごすこの空間も階層間のバランスを大幅に崩した

現状のまま放置すればいずれその酬いを受ける時がこよう､いやもう始まっていると

いうべきか｡｡｡｡小生が胸を膨らませて京都大学理学部に入学したとき新入生歓迎の

挨拶で大数学者であった某教授は次のように言ってのけた｡｢京都大学理学部では十年

にひとりやってくる偉大な才能のために学部を開いている｡(残りの人は皆その為の

肥である｡)｣このときはこの倣傾きに感動した物だが､今となってはこの潔さが却っ

て新鮮ではあるまいか｡

｢今 (長い物に巻かれてこのあやしげな)変革を受け入れても､実行されて実際の

問題が生じてくるころには我々は引退してて関係ないし､若者が文句を言ってこない
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ならいいんじゃないのか｡｣｢そんな先のことより目の前 (のぼたもち)｡｣で次々とあ

やしげな変革を受け入れていく道徳感の乏しい人々に付き従って黙っていれば目の前

にある快適な空間も崩壊していくことでしょう｡考える葦なる人間も黙っていては未

だ案山子と同じです｡台風の去った後には打ち倒された稲穂だけが空しく水田に残る

ことでしょう｡

｢だから我々はよく考えるように努めよう｡ ここに道徳の根源がある｡｣

(パスカル)

(一言居士)

[物性研究]
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